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§１．研究成果の概要 

 

今年度は高速な量子機械学習アルゴリズムの開発とそれを実現するための量子情報処理プロトコ

ルに関する理論研究を行い、以下の研究成果を得た。 

・最適ランダム特徴量サンプリングを活用した量子機械学習によるデータ分類の高速化 

・機械学習手法を応用したパラメータ化量子回路最適化の効率化 

・不正確な測定によるエンタングルメント検知の性能解析 

・グラフ状態の定数時間テスト手法の開発 

・漸近的量子状態変換レートと consistent な量子情報処理リソースの定量化手法開発 
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